
犬

正
四
年

一ハ
月

二
十
-
一
日
蛾
働
三
剛
冊
郵
便
物
溜
可

〔
毎
月

噛
何

一
日
捷
行

)

曾::學濟 ・経 學火:到帝都 京

◎

匿
工

募

.

庸

醐

玄

4
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轄

載
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論

叢

公

私

混

合

管

業

・

:

'
:

英

図

の

重

農

主

義

皆

・
●
.
●
.
・

.

マ

ル

ク

ス

地

代

論

の

解

繹

:

・

酷
町

論
…

満

蒙

争

議

の

實

相

・

ぽ

お
レ

㎜
燗

咄
割

金

数

量

論

に

就

い

て

.

.
:

・
:

ゼ

ー

リ

ン

グ

教

授

の

曲廃
業

恐

慌

論

・

住

居

統

計

に

就

い

て

.

.

.

.
,

・

画配

即
犯

.ド,

司.5

育

子

教

論

書

に

つ

い
て

.
・

商

品

勘

定

の
損

益

分

記

法

・

助

郷

不
動

滞

金

の
魎

分

・

愁
㌔
処
漁

業

経

済
論

一に
就

い
て

.

繊

維

工

業

ご
勢

働

・
.
・
.
:

・

附

鋒
…

新

着

外

國

経

済

維

誌

主

要
論

題

・

・
法
學
博
士

神

戸

正

雄

:

纒
濟
學
輝
士

堀

経

夫

:

文
學
博
士

高

田

保

馬

・
樫
直

面

上

作

田

荘

一

二;[

・
経
済
學
士

松

岡

孝

見

・

纒
濟
學
士

静

田

均

・
経
済
學
士

岡

崎

文

規

・
樫
薄
墨
博
上

本

庄

榮

治

郎

・
経
費

.
士

小

菅

敏

郎

・
・
樫

濟
學

士

里
心
羽

丘
ハ
治

郎

:

煙

爵
學

上

岡

本

清

造

・
・
経
済
學

士

菊

田
山

↓
人

駅
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繊

維

工

業

ご
勢

働

-
勢
働
指
向
2

性
質
に
つ
い
て
i

菊

田

太
「

郎

一

ア

ル
フ

レ
.
ド

・
ウ
ユ
ー

バ
ー
は
、

工
業

立
地

を
決
定

す

る

}

般

因

子

と
し

て
、
原

料

の
贋

格

、
運

逸
費

の
外

に
、
勢
働
費

を

'
-

一
'
.

:

.'
…

)

'

」-

:
ρ

}

'
:

擧

げ
、
そ

の
立
地

に
及

ぼ
す
影
響

の
み
を
論
じ

表
-

供

し

力

上

る
取

扱
方

は

、
理
論

の
第

一
歩

に
於

い
て

の
み
許

さ

る
べ
き
も

の
で
あ

っ
て
、
嚴

密

に
云

へ
ば

、
不
充

分
.た

る
を

免
か

れ
な

い
。

何

故

と
云

ふ
に
、

一
工
業

の
勢
働

費

を
決
定

す

る
各

地
鮎

に
於

の
　

け
る
勢
働
能
率

・
勢
賃

の
高
低
は
、
屹
に
そ
の
地
鐵
に
そ
の
工

業
が
存
在
す
る
こ
と
を

、

一
の
有
力
な
原
因
と
し

て
定
ま
る
か

ら
。
否
、

一
般

に
、
各

工
業
生
産
過
程

の
實

行
に
必
要
な
勢
働

第
三
+
三
巻

六
二
六

第
四
號

一
五
〇

者

は
、

そ
の

工
業

の
立
地

に
於

い
て
始

め

て
求

め
得

る
も

の
だ

か
ら

で
あ

る
。
然

ら

ば
、
工
業
立
地

は
立
地

因
子

た

る
勢

働
要

求

は
夢
働

力

に
如
何

な

る
影

響
を
及

ぼ
す

か
。
ま
た

逆

に
、

か

く

七

て
攣

化

し
た
勢

働

に
如

何

に
制

約

さ
れ

る
か
。

一
言

で
云

へ
ば
、
工
業

立
地

と
勢
働

と

の
相
互
關
係

如
何
。

乙

の
問
題

に

つ

い
て
要
を

得
た
論
述

は

、
繊
維

工
業

の
勢
働
指

向

を
射
象

、G

す

る

囲
得
二

'<
o
落

Φ
門
の
論
文

、
.
..
じ
回o
>
子
婁
の⊃
二
申̂コ
島
o
=
一ラ
臓

〉
噌舌
房
ξ
葺

.、
で

あ
る
。

ニ

ウ
.一グ
ナ
ー
所
詮

の
要
旨
は
か
う
で
あ
る
一

特
定

の
地
熱
を
し

て

一
工
業
の
立
地
た
ら
し
め
て
み
る
因
子

を
明
瞭

に
指
摘
す
る
こ
吉
は
、
甚
し
く
困
難

で
あ
る
。
蓋
し
、

先
づ
、
多
数

の
立
地
因
子
は
同
時

に
同

「
地
瓢
に
作
用
し
、
第

二
に
、
現
在
の
工
業
立
地
は
多
く
過
去
の
立
地
因
子

の
影
響

の

下
に
定
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
令
前

の
鮎
は
暫
く
措
き
、
後

の

黙

の
み
を
見
る
に
、
「
経
済
史

の
教

ふ
る
所

に
よ

れ
ば
、初
期
資

本
主
義

工
業

の
存
在
し
た
場
所
は
、
立
地
基
礎

に
根
本
的
な
攣

1灘監麟 鞭 驚 雛;鰯講 蝿 犠
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化
が
あ
っ
た
に
拘

ら
す
、
現
在
も
」
殆
ん
ど
例
外
な
く
、
同

}

或
は
類
似

の
工
業
を
有
し
、
ま
た
、
高
度
資
本
主
義
工
業

の
大

部
分
は
馬
立
地
論

の
見
地

か
ら
す

れ
ば
、
偶
然
に
起
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
に
拘
ら
す
、
依
然
そ
の
偶
然
的
立
地
を
守
り
西
夏

に

わ

　

護

展

の
勢

を
す
ら

示
し

て
み
る
L
。

か

亙
る
結

果
を

生

ぜ
し

め

る
第
二

の
原
因
は

、
云

ふ
ま

で
も

な
く

、
立
地

　焚
更

に
伸

な

ふ

費

用

・
危

険

の
人

な

る
こ

と
で
あ
ら
う
。
併

し
、
立
地

因
子

が

立
地

自
膿

の
存
在

に
制
約

さ

れ
る

こ
と
、
即
ち

.
立
地

が
立
地

　

ロ

エ

ユユ

ノ
ヘ

ド
コ
コ
ロ
ラ

ロ
ヒ
　
コ
リ
サ
コユ

　

コ
二
二
ち
む
じウ
ギ
へ

区
子
を
倉

窪

し

こ
煎
に
よ

/
一
て
E
一[
を
匡

躍

る
と
」
ヱ
お
睦
・蟹

も
、
有

力
な
原
因

と
な

る
。

こ

の
關
係

は
、
勢

働
指

向

に

つ

い
て
特

に
明
瞭

に
認

め
ら

れ

る
。
勿

論

、
各

工
業

が
比
較
的

低
廉

な
勢

働
力
を

求

め

る
こ
と

は

、
固

よ
り

當
然

で
あ
る
。
併

し

、

=
曾
重

要
な

の
は

、
立
地

に
於

い
て
求

む

る
勢
働

力
を

必
要

な

だ
け

獲
得

し
得

る
こ

と
、

こ
れ
で
な

け

れ
ば
な

ら
ぬ
。
何
故

と
云

ふ

に
、
新

し
く
聲

働
力

を
養
成

す

る

に
は

、
多
大

な
費

用

の
外

に
、
相
當

長

い
時
間

を

要

す

る
か

ら
。
從

っ
て
、
勢
働
基

礎

と
し

て
は

、
勢
賃

の
場
所

的
高
低

よ
り
も

、
労
働
者

の
質

的
i

或
は
職

業
的
一

構
成

の
方

繊

維

工

業

と

静

観

が

}
暦
重
要

で
あ
る
。
換
言
ず
れ
ば
、
勢
働
指
向

工
業
は
、
よ

し
勢
賃
水
準
が
高

い
に
し
て
も
、
熟
練
勢
働
者
を
直
ち
に
必
要

な
だ
け
求
め
得
る
、

一
度
選
鐸
し
た
立
地

に
止
ま
る
傾
向
が
著

し
い
。
か
く
し
て
、
偶
然
的
な
立
地
が
自
然
的
立
地
と
な
る
の

で
あ
る
。

三

然

ら
ば
、
最
初

の
立
地
選
擢

は
如
何

に
し

て
行

は

れ
、
又

如

克

服

し
た

の
で
あ
ら

う
か
。

現
在

の
織

維

工
業

の
中

心
を
生

す

る
に
與

っ

て
カ

の
あ

っ
た
事
情

に
は
、
農

業
制
度

・
ツ

ン
フ
ト

¶
制

度

、
古

来

か
ら

の
通
商

路

・
工
業

の
存

在

、
都

市

・
國

家

の

政
策

、
勢
、働
者

D
移

庄

、
技
術

D
酵
…達

に
よ

る
愛
車

享

、
艶

多

一

」

,
.
.

1

.
,

,

,
,

1

「
1
層

「
一

I

ー

ヨ

r
冒
一
-
幽

'
.
.
一

、
,

,
一
'
一

敬

へ
得

る
で
あ
ら
う
。
併
し
、
勢
働
立
地
成
立

の
事
例

は
、
敢

て
遠

い
過
去
に
遡
ら
す
と
も
、
最
近
に
も
そ
の
激
が
多

い
。

第

一
に
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
勢
働
事
情
が
有
利
な
場
所
は

他

の
長
所
を
着
せ
す
と
も
、
勢
働
指
向
工
業

の
中
心
と
な
る
場

合
が
少
く
な

い
。
能
率
は
低

い
に
し
て
も
そ
れ
以
上
勢
賃

の
廉

い
印
度

.
日
本

・
支
那
の
綿
業
が
、
そ
の
例

で
あ
る
。
就
中
最

第
三
十
三
巷

六
二
七

第
四
號

日
五

一

1臨 欝錨 熟 懇 灘,諮 繕鷹…薩撃縣 讐讐 犠窯第聯)参照
``Struktロrwandlungend ・deutsch・Volksw:i噴schaftノ,蝕79.



繊

維

工

業

と

勢

働

も
遅

く
焚
達

し
た

の
は
支
那
.で
あ

っ

て
、
世
界
大
戦

中

に
至

っ

て
漸

く
綿

縣

の
輸
入

を
防

歴

し
得

た
。

西
欧

に
比

し

て
夢
賃

の

低
廉

な
印
度
∵

日
本

す
ら

、
支
那

と
は
競

争
し
得
な

い
ゆ

そ
れ

で
、

日
本

の
如

き
は

、
製
品

の
代

り

に
資

本
を
輸
出

し
、
支

那

で
綿

業

を
経

螢
す

る

に
至

っ
た
。

第

二

に
、

「
工
業

の
衰
滅

が
他

工
業

成

立

の
原

因

と
な

る
こ

と
も

珍
ら
し
く

な

い
。
嘗

て
濁
逸

の
ミ

ン
デ

ン
。
ラ
ー

フ
ェ
ン
ス

ブ

ル
グ
附

近
で
脚緻
維
}
工
業

が
煙

草
航

工
に
姻

{
疲
内

障

一
¢

現
象

は
、
現

に

エ

ル
ッ
山
地

に
認

め
ら

れ
る
。
即

ち

こ

の
山
地

で
は
玩
具

工
業

が
次

第

に
衰

微

の
運

命

に
あ

る
。

そ
し

て
、
そ

の
結

果
過
剰

に
な

っ
た
労
働

力

が
、
織
維

工
業
を
牽
引

す

る
た

め
に
後

の
部

門
は
着

々
地

歩

を
占

め

て
行
く

の
で
あ

る
。

更

に
、
国
家

の
産
業

政
策

が
立
地

を
生

ぜ

し
め

る
こ
と
は
、

一
層

多

い
。

最
近

の
例

を
見

る
に
、

ハ
ン
ガ

リ
ー
は

一
九

「
八

年

に

、
ジ
ー

ベ
ン
ス
プ

ル
グ
を

ル
ー

マ
ニ
ヤ
に
割
譲

し
た
こ

と

を
主

な
原
因

と
し

て
、
織
維

工
業

の
大
部

分

を
失

っ
た
け

れ
ど

も

、
そ

の
後

、
輸

入
禁

止
、
關
税
設

定
、
奨
鋤

金
下
附

、

工
業

教

育
振

興
等

の
手
段

に
よ

っ
て
、
十

年
間

に
勢
働
者

を
四
萬
人

第
三
十
三
管お

ま
で
暦
加
し
得
た
。

山ハ
二
八

第

四
號

一
五
二

四

か
や
う
に
、
勢
働
立
地

の
成
立

・
移
輻
を
生
ぜ
し
め
る
原
因

は
厘
力
で
あ
る
に
射
し
、

}
度
成
立
し
た
立
地
の
獲
展
は
、
常

に
同

一
の
経
路
を
と
る
。

就
謁
の
如
く
、
熟
練
勢
働
者
が
絶
無
或
は
僅
少
な
場
所
に
工

業
を
興
す
こ
と
は
、
極

め
て
困
難
で
あ
る
。

の
み
な
ら
す
、
こ

の
困
難
を
凌

い
で
工
業
が
成
立
し
表
夢
合
に
唾

鮭
宅
.に
塞
櫃

能
率
が
質
的

・
量
的
何
れ
よ
り
し

て
も
低
く
、
從

っ
て
産
額
も

少
け
れ
ば
、
鋳
貨
も
廉

い
。
現
在

の
印
度

・
支
那
は
勿
論
、
前

世
紀
末

の
日
本
、
同
中
葉
の
合
衆
国
南
部

の
綿
業
、
何

れ
も
さ

う
で
あ
っ
た
。

所
が
、
勢
働
能
率
は
、
時

の
経
過
に
連

れ

て
、
質
量

と
も
に

向
上
す

る
。
同
時
に
.
勢
賃
も
騰
貴
す

る
。

そ
れ
で
、
簡
軍
な

商
品
の
生
産
は
後
進

の
工
業
地
域
に
委
ね
る
に
至
る
。
こ
の
過

程
は
、
勢
働
者
が
習
熟
す
る
結
果
と
し
て
、

「
部
は
自
然
的

に

生
す
る
が
、
生
活
程
度
向
上

の
欲
求

に
騙
ら
れ
た
勢
働
者
の
努

力
に
よ
る
こ
と
も
多

い
。
何

れ
に
し

て
も
、
勢
働
力

の
強
味
怯

6),,Text量1-7,c重tung,'(7・S巳P・1928)
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そ
の
優
秀
な
質
に
存
す
る
こ
と
エ
な

る
。

日
本
綿
業
獲
展

の
歴
史
に
も
、
か
曳
る
傾
向
は
相
當
明
瞭

で

あ
惹
け
れ
ど
も
、
最
も
顯
著
な
例
は
英
吉
利

で
あ
る
。
英
吉
利

努
働
者

の
得
る
勢
賃
は
、

一
般
に
勢
賃
水
準

の
高

い
西
欧
中

に

あ

っ
て
も
、
特

に
右回
い
。
こ
の
高
償
な
努
働
を
使
用
し
な
が
ら

世
界
市
場

で
戯
事
し
得
る
の
は
、
全
く
技
術

の
進
歩
、
高

い
勢

働
能
率

の
結
果
で
あ

る
。
所
で
、
か

玉
る
高
級
な
技
術

。
努
働

の
利
谷
は
、
高
級
品

の
生
塵
の
み
が
…皐
受
.し
、
粗
製
品
は
こ
れ

に
與
ら
す
、
從

っ
て
競
争
力
を
有
し
な

い
、
英
吉
利
綿
製
品

の

の

輸

出

が

戦

前

に
比

し

三

分

の

一
を

減

じ

た

の

は

、

正

に
粗

製

品

市

場

-

特

に
東

洋

1

を

失

っ
た

か

ら

で
あ

る

。

そ

し

て

、

こ

れ

ド

野

駆

も

、
翳

目
旧
を

愁

々

高

級

化

し

、

こ

ゆ
部

分

で

世

界

猫

歩

7
当

』■!

β「一'
r
・
り

一一
ゼ」'
.ノ

ー

の

の
地

位

を
固
守

す

る
こ
と
に
あ
り

と
さ

れ

て
み

る
。

,り

國
内
的
な
例
を
求

め
る
と
、
合
衆
國
の
綿
業

に
於
け
る
南

北

の
封
立
が
あ
る
。
當
初
、
起
源
の
古

い
北
部

の
綿
業
は
、
豊
富

な
動
力
源
と
隊
羅
巴
移
民
の
轡
働
力
を
基
礎

に
、
紡
績
を
行
ふ

に
射
し
、
南
部

で
は
綿
花

の
繰
上
げ
、
粗
製
品

の
製
造
に
限
ら

れ
て
み
た
。
換
言
す
れ
ぼ
、
爾
者
は
螢
展
段
階
を
異
に
し
た

の

繊

維

工

業

と

勢

働

で
あ
る
が
、
こ
の
野
立
は
現
在
ま
で
纒
緩
し
、
勢
賃
の
差
も
可

成
り
著
し
い
。

從

っ
て
、

マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
附
近
の
斯
業
は
、

高
級
製
品
の
生
産

の
み
に
特
化
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
優
秀
な
勢

働
の
力
を
獲
挿
せ
ん

と
し
て
み
る
。
そ
の
結
果
、
北
部

で
は
二

〇
番
手
以
上
が
産
額

の
三
分

の
二
(償
格

で
)
に
上
り
、
二
〇
番

手
以
下

の
太
綜
は
三
分

の

一
に
過
ぎ
な
い
に
射
し
、
南
部
は
ほ

ぼ
反
樹
の
比
率
を
示
す
。

皿

勢

働
立
地

の
磯
展

は
径
路

を
等

し
く
す

る

と
云

っ

て
も
、
そ

の
速
度

及

び
限
度

に
つ

い
て

一
般
的

立
言

を
な
す

こ
と
は
(
不

可
能

で
あ

る
。

先

づ

、
こ

れ
を
決
定

す

る
重
要
な
因
子

に
、
勢
働

者

の
資

質

が

あ
る
。
先
進

の
工
業
國
乃

至

工
業
地
域

は

、
勢
賃

の
高

ま

る

こ
と
を

避
け
得

な

い
け

れ
ど
も

、
高

い
能
率

が
充
分

こ
れ
を

カ

バ
ー

す

る
。

從

っ
て
、
勢
賃

の
騰
貴

は
決

し

て
不
利

益
で
は
な

く

、
寧

ろ
経
済

的
幅
祉

の
増
進

を
意
味

す

る
も

の
と
し

て
、
喜

ぶ

べ
き

で
あ

る
。

シ
噛

ル
ツ
エ

、
ゲ

ル
バ
ー

ニ
ッ
ツ

の
「
大

工
業

論

」
以
来

、
屡

々
か
う
主
張

さ

れ
る
。
併

し
、
能
率

を
高
あ

る

第
三
+
三
巻

六
二
九

第
四
號

一
五
三

8)
9)
10)
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繊

維

工

業

と

勢

働

こ
と
に
よ
っ
て
高
賃
銀

の
不
利
を
補

ひ
得
る
や
否
や
は
、
勢
働

者

の
資
質
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
に
、
印
度
に
於

い
て
は
、

ボ

ン
.ベ
イ
.の
紡
績
業

が
、
歴
史

の
古

い
に
拘
ら
す
、
充
分
製
品

を
高
級
化
し

て
奥
地

に
封
抗
し
得
な

い
原
因

の

一
は
、
勢
働
者

が
出
稼
人
で
あ

っ
て
、
勢
賃

の
騰
貴
に
俘
な
ひ
、
蹄
郷
す

る
こ

キ
が
早
く
な
り
、
勢
働
者

の
交
代
が
頻
繁
と
な
っ
て
、
能
率
を

高

め
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
謄
働
費
以
外
の
立
地
因
子

が
及
ぼ
ナ
影
響
も
輕
脱
し

得
な
い
。
英
吉
利
、
凋
逸

の
ラ
イ
ン
・
サ
ク
ソ

ニ
や
地
方
で
は
"

炭
田
の
存
在
が
綿
業
蛮
展

の

一
因
と
な
っ
て
み
る
し
、
日
本
の

務
展
は
、
有
利
な
位
置
・運
途
事
情
に
負

ふ
所
が
多

い
。
更
に
、

猫
逸
に
於
け

る
大
陸
封
鎖

の
影
響
で
明
か
な
や
う
に
、
立
地
成

立

の
場
合
と
等
し
く

、
経
済
外

の
事
件
が
作
用
す

る
こ
と
も
あ

る
。要

す
る
に
、
勢
働
指
向
工
業

立
地
の
焚
展

が
、
勢
働
基
礎
に

甚
し
い
攣
.化
を
與

え
、
ま
た
こ
の
憂
化
が
逆

に
夢
働
指
向
を
左

右
す

る
こ
と
、
從

っ
て
、
織
維
工
業
全
艦

に
有
利
な
鍔
働
地
は

極
め
て
稀
で
、
普
通

、
品
質
を
異
に
す
る
各
種
生
産
物

の
個
々

第
三
+
三
巻

六
三
〇

第
四
號

一
五
四

に
つ
い
て
存
在
し
得

る
に
止
ま

る
こ
と
は
、
明
瞭

で
あ
る
。
或

は
次

の
や
う
に
云

っ
て
も
よ
か
ら
う
。
即
ち
、
歴
史
的
に
は
(

立
地

の
醗
展
に
件
な

ひ
勢
働
市
場

の
構
成

が
攣
化
し
、
そ
の
結

果
勢
働
力
の
質

の
差
異
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、場
所
的
に
は
、

各
勢
働
市
場

は
護
展
段
階
を
異
に
し
、
こ
れ
は
国
際
間
或
は
地

方
間
の
分
業
成
立

の

「
因
を
な
す
と
。

貧

掲

獣

麗
城
源
,み
澗

腎

な
八
、
鵬

、

恥
…
り

…
一等

生
.計

阿

耽

る
允

nト

ノ「
.「
.
二
、,
1

・匹

オ

5
つ

,

'
I
I
I

(

「月

-

恥
.,.
.
一ノ
リ

'
一ヨ

ヌ

国

民
経

済

を

獲

展

せ

し

め

る
途

は

、

商

工

立

國

に

あ

り

と
す

る

の

が

、
廣

く

行

は

れ

て
る

る
意

見

で

あ

る

。

こ

の
場

合

に
所

謂

工
業

は

、

當

然

、

織

維

工
業

の
如

く

勢

働

指

向

工
業

の
範

疇

に

誇

ナ

る
箋

e

b

る
。

楚

つ

ご
、

E
監

-

寺

こ
隆

隆

〔
匙

一

)
峯

贋
「
-

♂
老
一1
7

噛̀

,

41
♂

}

髄
}、=
.
一
!

歩
ー
ケ

玄
小
ユ
小
一
　引
一フ

σ
.堤
ツ

働
指

向

は

我

が

國

に

於

い

て
特

に

注

意

を

要

す

る
問

題

と

云

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。
こ

の
問
題

の

「
側

面

に
關

す

る
論

述

を
抄

録

す

.

る
所

以

で

あ

る

。
.

.


